
わたしたちは、良質な医療を提供し、地域の皆様から愛され、信頼される病院を目指します!

●小児科外来クリスマス会　　●オレンジリボン運動取り組みのご報告
〈その他内容〉

 ～もしもの時自分はどう生きたいかについて話しあう～
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病院に関するご意見、ご要望、また、広報誌に対するご意見などお待ちしています。

南部町国民健康保険西伯病院
〒683－0323　鳥取県西伯郡南部町倭397
TEL 0859－66－2211  https://www.saihaku-hospital.com/

　12月3日と5日の夕方、インフルエンザの予防接種が終わった後にクリスマス会をしました。
まずはじめに動物パペットたちがハンドベルでクリスマスソングを演奏し、その後、サンタさん
が登場！子どもたちにプレゼントを配ってくれました。2日あわせて17人の子どもさんとその保
護者さんが参加して下さいました。子どもたちにとって病院は決して楽しい場所ではないでしょ
うし、ましてや注射となると嫌な気持ちでいっぱいになると思います。そういった気持ちが少し
でも和らぐようにと企画しました。プレゼントはクリスマスカードに子どもの病気についての
リーフレットを添え、ホームケアに役立ててもらえるように準備しました。手作りでささやかな
会ではありましたが、子どもたちが、普段病院では見られないようなとってもいい笑顔をみせて
くれて嬉しかったです。スタッフも自然と笑顔になりました。ありがとうございました。これか
らも子どもたちや保護者さんの気持ちに寄り添い、身近な小児科でいられるようにしていきたい
です。

　11月にマルトリートメント対策委員会によ
る子ども虐待防止への意識向上のためオレンジ
リボン運動を行いました。職員への院内研修を
兼ねての取り組みで、啓発ポスターを掲示し、
虐待防止への意識を表すための小さなオレンジ
リボンを貼り付けていただきました。患者様、
職員併せて350個近く、それぞれの思いが小
さなリボンとなり、大きなオレンジリボンが完
成しました。子どもたちへの優しい気持ちを胸
に、引き続き、西伯病院では子ども虐待防止へ
の意識を高め、活動していきたいと考えており
ます。

緩和ケア委員会スタッフ

オレンジリボン運動取り組みのご報告
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　私たちは誰でも、いつでも、突発的な命に関わる病気やけがをする可能性があります。
命の危険が差し迫った状況では、約70％の方が、これからの医療や介護の事を自分で決めたり、
人に伝えたりすることができなくなると言われています。「もしも」のときに備えて、あなたの
こと、あなたの大切にしていること、どこでどのような医療や介護を望んでいるか等について、
自分自身で考え、家族や医療・介護のケアチームと話し合い、自分の思いを共有する事それが、

　　ACP（アドバンス・ケア・プランニング）：人生会議です。

　皆さんは住み慣れた町で在宅生活を続けていくことが難しい状況になったとき、どんなことを
望むでしょうか。もしもの時の医療・介護・療養についてこれまでに考えたこと、だれかと話し
合ったことはありますか。まいちょこ通信を通じてACPという言葉やその意味に多くの方が触れ
ていただける機会になることを願っています。また、西伯病院の患者様のために「わたしが大切
にしたいこと」というアンケートを作成しました｡

　当院では、以前より終活手帳の配布も行っています。終活手帳は自分自身に万一のことがあっ
たときに備えて自分史や財産の状況、葬儀の希望など人生の最後に必要な情報が主な内容となっ
ています。目的にあわせ今回のアンケートとともにお役立てください。

～もしもの時自分はどう生きたいかについて話しあう～

「もしも」があってからでは考え話し合う時
間の余裕がないかもしれません。時間の余裕
があるときに健康状態にかかわらずまずは家族
や親しい人と話をしてみましょう。考えは変わ
るものです、あとで変えてかまいません。
　話し合いながら考えていくその過程や思い
が共有される機会が大切です。

大切にしたいこと、受けた
い医療や介護についてアン
ケートを元に考えてみる

考えたことを誰か
と話し共有する

話し合ったアンケート
用紙を残しておく

繰り返す

エーシーピー

　西伯病院の緩和ケア委員会の活動の一つとして「人生会議（ACP：
アドバンス・ケア・プラニング）」の普及啓発を行っています。
　今回この「人生会議」を行うための一助として「わたしが大切にし
たいこと」というアンケートを作成いたしました。
　アンケート形式としていますが、あなたやご家族・大切な方と一緒
に「人生会議」を考えていただくことで、”もしも”のときに、あな
たの望みを叶える手がかりとなることを願っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　緩和ケア委員長　村田　裕彦

緩和ケア委員会
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（続きあり）

アンケート（一部抜粋）

●アンケートは西伯病院１階内科受付向かい側に設
　置しておりますので、ご自由にお持ちください。

●患者様のなかで本アンケートの保存をご希望の方
　は各科外来受付に提出ください。
　　共有させていただいた内容は自分の意思を伝え
　　られなくなったときにあなたの代わりに医療や
　　ケアについて難しい決断をする場合の手助けに
　　なります。
　　あくまでも記載時点での参考とします。いつで
　　も変更可能です。
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